
　2008シーズンが開幕して2カ月近く、気温の上昇とともに、ピッチの上でも国内外の大会の熱い戦いが繰り広げられている。
Ｊ1リーグ戦は4月20日に第7節を終え、攻撃的なサッカーでファン・サポーターを魅了している名古屋グランパスが首位。Ｊ2リ
ーグ戦では、サガン鳥栖、ＦＣ岐阜などの健闘が上位争いを面白いものにしている。2008Ｊリーグヤマザキナビスコカップは同
16日に予選リーグ第3節を終え、各グループで接戦を展開。ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2008は、4月9日にグループ
ステージ第3戦が行われ、鹿島アントラーズ、ガンバ大阪が、それぞれのグループでトップに立った。

ピッチ上で各大会の熱戦が続く
リーグ戦、リーグカップ戦はし烈な順位争い。ＡＣＬではＪクラブが好調

写真左はＪ1第6節、清水vs グ第名古屋。右上はヤマザキナビスコカップ予選リーグ 3節、川崎Ｆvs柏。右下はＡＣＬグループステージ第3戦、鹿島vs北京国安
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　今年度から始まる「2008Ｊリーグ新ＧＭ（ゼ

ネラルマネージャー）講座」のプレ講座が3月

26日、ＪＦＡハウス内のＪリーグ会議室で行

われた。講座にはＪクラブのＧＭなどが出席。

鬼武健二Ｊリーグチェアマンのあいさつで開

会し、英国より招いたローガン・テーラー博

士の講義の後、ＪリーグＨＲディベロップメ

ントグループより新ＧＭ講座の概要と応募要

領の説明が行われた。

　鬼武チェアマンは冒頭、「世界に通用する

クラブをつくらなければ、Ｊリーグの発展は

ない。それに携わる人材を育成していかなけ

れば」と、ＧＭの重要性を強調した。

　講師を務めたテーラー博士は、多くの人材

を世界のサッカー界に送り込んでいるリバプ

ール大学大学院MBA（経営学修士）サッカー

産業コースを創設し、同コースのダイレクタ

ーを務める。また、作家やコメンテーターと

しても活躍している人物だ。

　講座の第1部においてテーラー博士は、「物

事を理解するためには、その背後にある歴史

を学ばなければならない」と語り、サッカー

の起源、発展について映像を用いながら解説

した。博士は日本や韓国のプロリーグが、西

欧のそれとは全く異なる成立の状況について

も認識しており、この講座に先立ち鬼武チェ

アマンとの会談で聞いたという「Ｊリーグ百

年構想」を「サッカービジネスを考える上で

も正しい道のり」と評価。一方では、「Ｊクラ

ブはマネジメントで失敗する余裕はない」と、

出席者へ訴えかけた。

　博士は講義の中で、試合展開に緊張し、

終了のホイッスルが鳴ると同時に早くも次

の試合が不安となるファン・サポーターの

心理を例に、「われわれのビジネスの対象は、

悩みや苦しみ。楽しみの部分は非常に少な

い」と、独特の考えも披露した。「プロスポ

ーツ＝エンターテインメント」という一般的

な概念に対し、非常にユニークな視点とい

えるだろう。

　また、手の使用に制限のあることを一つの

例として、サッカーの特殊性にも言及。独特

のスポーツであるがゆえに、強化、経営、育成、

地域貢献など多様な活動に携わるＧＭが、高

度な専門性を必要とする職務であることに触

れた。

　第2部においては、イングランドで起きてい

るクラブのオーナー権の問題について、博士が

応援しているリバプールＦＣを例に解説。ク

ラブが株式を市場公開することにより、誰も

がクラブの所有権獲得が可能となった弊害に

ついて話した。博士は愛するクラブのため、

ファン・サポーターから出資金を募り、クラ

ブ買収と新スタジアム建設の費用を調達する

活動も精力的に行っている。

　約3時間の講義は、博士のサッカーへの強

い愛情がにじむものだった。出席者もサッカ

ーの長い歴史、現在の諸問題に触れる貴重な

機会を通し、クラブ経営の中枢を担うＧＭを

目指す上で、大いに刺激を受けたことだろう。

2008Ｊリーグ新ＧＭ講座プレ講座を開催経営

講師にローガン・テーラー博士を招き、GMに必要とされる素養の一端に触れる

開会のあいさつをする鬼武チェアマン「クラブとファン・サポーターは家族のような関係」とテーラー博士

　Ｊリーグは今年度より、従来のＧＭ講座を発

展させ、Ｊリーグ、Ｊクラブの経営に資する人

材を輩出する仕組みとして「2008Ｊリーグ新Ｇ

Ｍ講座」を開講する。この講座は、サッカー界

の内外を問わず選抜、選考され、厳選された少

数の受講者に対し、1年間、あるいは複数年にわ

たり講義、研修（海外研修も企画予定）、ディス

カッションを通じてプロサッカークラブの経営

に必要とされる高度なマネジメントスキルの習

得、実践の機会を提供する。

　16年目のシーズンを迎えているＪリーグは現

在、33クラブに拡大し、さらに入会を希望する

クラブも増えている。そこで課題となるのが、

クラブ経営に必要な素養、経営環境の複雑化に

対応する専門性、経営者としての高度、多様な

能力を備えた人材の不足である。

　Ｊリーグはこうした課題に対して、さまざま

な取り組みを行ってきたが、新ＧＭ講座では以

下のような実践的な講座を志向する。

① クラブ経営に最低限必要な基本のマネジメン

トスキルの提供

② Ｊリーグ、Ｊクラブで活躍し、発展に貢献す

る人材の継続的な輩出

③ Ｊリーグ、Ｊクラブによって蓄積されてきた

ノウハウ、経験、見識の集約、共有と、その

提供

④ 海外動向の継続的な収集、判断による将来的

な戦略立案への活用

⑤ 経営者としての高度な資質に触れることによ

る、自己研さんへの心構え

　開講式、セッション1は、5月下旬に予定され

ている。講座は年間を通じて15セッション程度

で構成され、1セッションは月に1～2回を予定。

内容は、チーム強化、育成や、フットボールマ

ーケティング、リーガル（選手契約・移籍）、リ

スクマネジメント、施設管理、コミュニティー

ディベロップメントなど多岐にわたる。

2008Ｊリーグ新ＧＭ講座は5月に開講予定
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JOMO CUP 2008開催概要
2008年8月2日（土）国立競技場 18:00キックオフ
Ｊ-ALLSTARS vs Ｋ-ALLSTARS

■主　　催 財団法人 日本サッカー協会
 社団法人 日本プロサッカーリーグ

■共　　催 有限責任中間法人 Ｊリーグ選手協会

■主　　管 社団法人 日本プロサッカーリーグ
 財団法人 東京都サッカー協会

■特別協賛 株式会社ジャパンエナジー

■チーム編成 Ｊ-ALLSTARS vs Ｋ-ALLSTARS
Ｊ-ALLSTARS：Ｊ1 18クラブより選手を選出
Ｋ-ALLSTARS：韓国プロサッカーリーグ（Ｋリーグ）

1部14クラブより選手を選出

■試合方式 90分間（前後半各45分）の試合を
行い、勝敗が決しない場合は両
チーム優勝とする。

■表　　彰
    勝利チーム賞  JOMO CUP
　MVP賞      賞金100万円（提供：株式会社 ジ

ャパンエナジー）、副賞
　敢闘賞　　賞金50万円（提供：株式会社ジャ

パンエナジー）、副賞

■入場券販売 2008年6月上旬発売予定

　Ｊリーグは3月24日、今年の8月2日（土）

に国立競技場において開催される「JOMO 

CUP 2008」の開催概要を発表した。従来は

Ｊ1リーグ戦の18クラブを東西に分け、ファ

ン・サポーターの投票によって選出された選

手による「オールスターサッカー」として行

われていたが、Ｊリーグの選抜選手と、韓国

プロサッカーリーグ「Ｋリーグ」の選抜選手

による対戦へ変更。それに伴い、大会名を

「JOMOオールスターサッカー」から「JOMO 

CUP」へ、また出場監督・選手の選出方法を

変更した。

　Ｊリーグ選抜チームの「Ｊ-ALLSTARS」

を率いるのは、2007Ｊリーグチャンピオン、

鹿島アントラーズのオズワルド オリヴェイ

ラ監督。選手の選考は、Ｊリーグ技術委員

会が出場監督の意見を参考に、リーグ戦な

どにおける活躍を総合的に判断し、出場選

手案をJOMO CUP 2008出場選手選考委員

会に推薦。その案を基に、Ｊリーグのチェ

アマン、専務理事、常務理事、技術委員長

で構成されるJOMO CUP 2008出場選手選

考委員会で決定される。各クラブから選出

される選手数の上限はなく、外国籍選手は3

名以内。

　Ｊリーグの鬼武健二チェアマンは開催概要

発表記者会見の席上、「Ｊリーグは、できる

だけ多くの国際経験を積み、国際経験豊かな

クラブ・選手を育てていきたいと思っている。

東アジアを代表するプロリーグであるＪリー

グと韓国のＫリーグの選抜チームが対決でき

ることは大変うれしく、大いに刺激になると

思う」と語った。

　また、チームを指揮するオズワルド オリヴ

ェイラ監督は「日本を代表し、日本のサッカ

ーを見せなくてはいけないという立場、任務

をいただいたと思う。それに恥ずかしくない、

いいサッカーをお見せすることができれば」

と抱負を述べた。

　なお、この大会開催に合わせ、Ｊクラブ下

部組織の選手たちによる対戦・交流も検討さ

れている。

Ｊリーグ、Ｋリーグの選抜選手がJOMO CUP 2008で対決大会

Ｊ-ALLSTARSを率いるのは鹿島アントラーズのオズワルド オリヴェイラ監督

チェアマンルームを訪問。鬼武チェアマンとともに記念撮影を行った子供たち

大会ロゴを持つ、左からオズワルド オリヴェイラ監督、鬼武チェアマン、株式会社ジャパンエナジーの松下功夫代表
取締役社長、韓国Ｋリーグの金元東事務総長

　子供たちが「しごと」の現場を訪問・見学し、働いている人々への取材

を通じて「しごと・働くこと」について考える機会の提供を目的とする「ア

イデムしごと探検隊」が、今年も4月1日にＪリーグ事務局で行われた。

　参加者は事前募集により、4月から小学5、6年となる男女19名。スタジ

アム内の広告看板を扱う会社の担当者、レフェリー、フォトグラファー、

ボールメーカー担当者と、Ｊリーグにかかわる仕事を行う人々の話に、熱

心に耳を傾けた。また、チェアマンルームやＪリーグ関連会社のオフィス

も訪問した。

　子供たちは今回の経験を雑誌の記事風にまとめ、その成果はＪリーグオ

フィシャルスポンサーの株式会社アイデムが発行するフリーペーパーに掲

載の予定。小学6年の男子は「今まで知らないことが多く、勉強になった」

と話してくれた。

「アイデムしごと探検隊」が今年もＪリーグ事務局を訪問社会貢
献

春休みを利用し19名の小学生がＪリーグにかかわる仕事を熱心に取材
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